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2 Pa－9　流行衣服の採用時期に基づく採用者カテゴ<) ーについての検討（第2報）

　　　　　　　　緩用時期に肩する自己評価アイテムが3カテゴリーの嶋合　　　　　　　　　鳴門教育大　○藤原康晴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　姫路短大　土井千観子　　愛知淑徳短大　土田正子　　愛知学泉女短大　倉橋久子
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的　流行衣服の採用者は、・□ ジャースモfルを用いてカテゴリー化されている。その

ルセは、b(Eゝ行衣服を採用する時期によって、革新的採用者、。初期少数採用者、前期多

用者、後期多数採用者、採用遅滞者のＳ段階に分類されている。最近、D. U. Beh 1i ngは

れまでの流行衣服の採用に関する多くの研究を検討し、早期に採用する者（約zos)と

れより遅れて採用する者に２分されることを報告している。前報では、ロジャースモデ

ルから誘導される質問項目への回答から５つの■h ･?ゴIJ ーに分けられた採用者の流行行動

を分析した結果、採用者は３カテゴリーに分かれることがわかった。本研究では、採用者

を４つのカテゴリーに分けて測定七た場合について検討した。

　方法と結果　ロジャースモデルを５から1カテゴリーとした質問項目、「誰も着ていない

ときに臭っ先に採用する（IK）」

用する（EA）
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チラホラ着ている人を見かけるようになってから採

　「まわりの多くの人が採用する頃になってから採用する（EM）」、「新

ンはほとんど採用しない（LA）」への回答によって対象者を4つのカテゴ
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－に分けた。流行衣服に関する行動は川項目（5段階）を用いて測定し、各項目への反

の合計得点が、上記のカテゴリーに分類される採用者によってどのように異なるかを分

分析した。その結果、I H～LAの合計得点には達いがあり( pく0.001)、LA→I Sにしたが

て流行に志向した行動をしていることが示された。しかし、1 S～LAの各合計得点の多重

較を行ったところ、I NとEA、E.MとLAに違いは認められず（Ｐく0.05）、この質問項目を

いてカテゴリ-化すると、採用者は２分さ･れるにすぎないことがわかった。

2Pa-10 流行衣服の採用時期に基づく採用者カテゴリーについての検討（第3報）

採用時期に関する自己評価のアイテムが３カテゴリーの場合

　　　　　　　　中国短大　○近藤信子　　　鳴門教育大　藤原康晴

　目的　第１報、第２報に続いて、本研究では、流行衣服の採用者を３つのカテゴリーに

分類して測定した場合について検討した。

　方法と結果　1993年11月に女子短大生180名を対象に調査を行った。流行衣服の採用者
をカテゴリー化する自己評価アイテムが、「まわりの人よりもかなり早い時期に採用する

　（ＥＡ）」、「まわりの多くの人が採用するようになってから採用する（EM）」、「流

行しているという理由で衣服を購入することはない（ＬＡ）」への回答によって対象者を

３つのカテゴリーに分けた。次に、流行衣服に関する行動を測定する18項目（5段階）、

流行に対する態度を測定する15項目（5段階）について、各項目への反応の合計得点が、

上記のカテゴリーに分類される採用者によ’つてどのように異なるかを分散分析した。その

結果、流行衣服に関する行動、流行に対する態度とも、3 カテゴリーに分類される対象の

合計得点には違いがあり、ＬＡ→ＥＡにしたがって。衣服の流行に志向した行動をして

おり、また、流行に対して好意的態度を示す傾向がみられた。E A~L Aの各合計得点の

多重比較を行ったところ、E AとEM、EMとＬＡ、E AとＬＡのぞ均値間に違いが認め

られた（p＜0.05）。さらに、E A～ＬＡと流行衣服の購入状況（4段階）とのクロス集

計を行ったところ、ＬＡ→E Aにしたがって、流行衣服の購入回数が多い傾向が示され

た。

231


